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市
内
の
子
ど
も
た
ち
に
長
期
間

の
共
同
生
活
を
通
じ
て
、
自
主
性

や
協
調
性
な
ど
を
養
っ
て
も
ら

お
う
と
、
わ
く
わ
く
ス
テ
イ
実
行

委
員
会
で
は
、「
通
学
合
宿
わ
く

わ
く
ス
テ
イ
」
を
十
一
月
十
日
〜

十
八
日
ま
で
、
八
泊
九
日
の
日
程

で
国
立
淡
路
青
少
年
交
流
の
家

（
阿
万
）
で
行
い
ま
し
た
。

　

小
中
学
生
三
十
一
人
と
高
校
生

リ
ー
ダ
ー
四
人
、
青
年
リ
ー
ダ
ー

十
二
人
の
総
勢
四
十
七
人
の
共
同

生
活
で
は
、
様
々
な
体
験
活
動
が

行
わ
れ
、
新
し
い
兄
弟
姉
妹
と
の

思
い
出
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

新
し
い
兄
弟
と
共
同
生
活　
　
通
学
合
宿

　

永
年
優
れ
た
技
能
で
、
地
域
社

会
の
発
展
に
貢
献
し
た
方
の
功
績

を
讃
え
る
「
南
あ
わ
じ
市
技
能
功

労
者
表
彰
式
」
が
十
一
月
二
十
三

日
、
三
原
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
次
の
方
々
に
市
長
か
ら
表
彰

楯
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

伊
藤
美

子
（
松
帆
、
美
容
師
）、

淺あ
さ
い井
亮り
ょ
う
じ至（
榎
列
、製
菓
衛
生
師
）、

原
田
義
弘
（
賀
集
、
畳
職
）、
平

野
伸
一
（
福
良
、
製
麺
）、
佐さ
ざ
き崎

繁
夫
（
倭
文
、
建
具
職
）、
黒
田

勉
（
志
知
、
建
具
職
）、
大
江
勝

（
阿
那
賀
、
自
動
車
整
備
士
）、
岡

孝た
か
し司

（
榎
列
、
自
動
車
整
備
士
）、

吉
川
卓
爾
（
神
代
、
理
容
師
）、

岩
本
逸
雄（
広
田
、電
気
工
事
士
）、

瀧
川
昌
弘
（
賀
集
、
大
工
）、
森

健た
け
し（

榎
列
、
大
工
）、
名な

ぬ
し
が
わ

主
川
清

安
（
賀
集
、
造
園
師
）、
野
尻
昭

長
（
北
阿
万
、
印
刷
工
）、

堤

義
雄
（
津
井
、
製
瓦
）、
的
場
輝

之
（
北
阿
万
、
理
容
師
）、
中
本

光
義
（
榎
列
、
造
園
師
）

　
技
能
功
労
者
を
表
彰

▲

　

文
化
の
秋
、
食
欲
の
秋
を
満

喫
し
な
が
ら
、
市
民
の
交
流
を

図
っ
て
も
ら
お
う
と
、「
食
と
文

化
の
市
民
ま
つ
り
」（
同
実
行
委

員
会
主
催
）
が
十
月
二
十
六
日
・

二
十
七
日
の
両
日
、
緑
地
域
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

二
十
六
日
は
緑
市
民
セ
ン
タ
ー

で
カ
ラ
オ
ケ
発
表
等
が
行
わ
れ
、

会
場
満
席
の
五
百
人
が
詰
め
掛

け
、
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

二
十
七
日
に
は
、
淡
路
ふ
れ
あ

い
公
園
で
、
地
元
の
団
体
や
島
外

の
プ
ロ
歌
手
な
ど
に
よ
る
舞
台
発

表
と
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
加
工

品
や
料
理
の
販
売
、
老
人
ク
ラ
ブ

に
よ
る
餅
つ
き
と
パ
ン
づ
く
り
体

験
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
小
雨
模
様

に
も
関
わ
ら
ず
四
千
人
が
訪
れ
、

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

食
と
文
化
で
市
民
が
交
流

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

拓
殖
大
学
創
立
百
年
を
記
念
し

て
出
版
さ
れ
た
書
籍
「
永
田
秀
次

郎
―
自
然
体
の
伝
道
者
」
四
冊

を
、孫
の
永
田
秀
一
さ
ん
（
倭
文
）

が
、
南
あ
わ
じ
市
に
寄
贈
。
十
月

二
十
六
日
、
中
田
市
長
に
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

故
永
田
秀
次
郎
氏
は
、
倭
文
出

身
で
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て

活
躍
し
た
当
時
日
本
を
代
表
す
る

官
僚
、
政
治
家
。
東
京
市
長
や
貴

族
院
議
員
を
務
め
、
拓
務
大
臣
、

鉄
道
大
臣
も
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
永
田
青せ

い
ら
ん嵐

の
号
で
俳
人
と
し

故
永
田
秀
次
郎
氏
を
偲
ぶ
書
籍

　

体
の
不
自
由
な
人
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
と
、
市
に
車
椅
子
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
一
月
一
日
、
緑
庁
舎
で
前
川

英
明
さ
ん
（
阿
万
）
か
ら
川
野
四

朗
副
市
長
に
車
椅
子
二
台
と
目
録

が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
川
さ
ん
は
、
九
月
十
日
、

七
十
四
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
実
姉

▲川野副市長に目録を手渡す前川さん（右）

松
本
イ
ツ
コ
さ
ん
が
生
前
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
の
介
護
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
で
お
世
話
に
な
っ
た
お

礼
と
し
て
、
福
祉
に
役
立
て
て
欲

し
い
と
の
ご
遺
志
を
継
ぎ
、
贈
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　

車
椅
子
は
、
市
役
所
の
庁
舎
や

施
設
に
設
置
し
、
来
客
者
に
利
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
淡
路
人
形
会
館
」
建
設
費

▲新しい仲間と班別活動に取り組む子どもたち

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
農
業
後
継

者
の
育
成
を
図
ろ
う
と
、
今
年
度

か
ら
大
学
生
の
農
業
体
験
受
入
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

十
一
月
九
日
、
兵
庫
県
立
大
学

で
経
済
や
経
営
を
専
攻
す
る
学
生

三
十
一
人
が
、
南
あ
わ
じ
市
を
訪

れ
、
レ
タ
ス
の
収
穫
体
験
や
玉
葱

植
え
体
験
な
ど
を
し
ま
し
た
。

　

レ
タ
ス
の
収
穫
は
、
八
木
養
宜

上
の
柏
木
茂
和
さ
ん
、
玉
葱
の
植

付
は
同
鳥
井
の
堀
部
重
光
さ
ん
の

畑
で
行
わ
れ
、
学
生
は
慣
れ
な
い

手
つ
き
で
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、農
家
や
市
職
員
か
ら
、

安
全
で
お
い
し
い
栽
培
方
法
や
南

あ
わ
じ
市
の
農
業
概
要
等
の
講
話

も
行
わ
れ
、
学
生
ら
は
合
間
に
質

問
を
し
て
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
、

熱
心
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
金

山
京
子
さ
ん
が
、
収
穫
し
た
食
材

を
使
っ
た
料
理
を
学
生
に
紹
介

し
ま
し
た
。
学
生
は
「
格
別
の
味

で
し
た
。
ま
た
現
場
か
ら
の
生
の

話
が
聞
け
て
、
大
変
有
意
義
で
し

た
。
改
め
て
南
あ
わ
じ
市
へ
訪
れ

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲レタスを収穫する学生たち

農
業
後
継
者
育
成
を
図
る

　

約
二
千
五
百
も
の
「
た
め
池
」

を
持
つ
南
あ
わ
じ
市
で
は
、
市
内

の
子
ど
も
た
ち
に
、
た
め
池
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
十
月
二
十
四
日
、
三
原
志
知

小
学
校
三
〜
六
年
生
、
三
十
一
日

八
木
小
学
校
三
・
四
年
生
を
対
象

に
、
兵
庫
県
と
共
催
で
「
た
め
池

教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、「
た
め
池
博
士
に

な
ろ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
県
と

市
の
た
め
池
整
備
担
当
者
が
講
師

と
な
っ
て
、
た
め
池
の
役
割
や
種

類
、
成
立
ち
、
人
々
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
講
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
被
害
者

と
な
る
、
た
め
池
で
の
水
難
事
故

が
全
国
で
多
発
し
て
い
る
こ
と

に
も
触
れ
、「
子
ど
も
だ
け
で
絶

対
た
め
池
に
行
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
」と
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

八
木
小
学
校
で
の
教
室
で
は
、

池
の
水
質
検
査
も
実
施
。
環
境
問

題
へ
の
関
心
も
深
ま
り
、
子
ど
も

た
ち
は
「
た
め
池
と
水
の
大
切
さ

が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
」「
川
や

池
へ
は
絶
対
に
ゴ
ミ
を
捨
て
ま
せ

ん
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲県や市の職員の話を熱心に聞く子どもたち

た
め
池
教
室
を
開
催

「
た
め
池
」
の
役
割
を
広
め
る

大
学
生
の
農
業
体
験

食
と
文
化
の
市
民
ま
つ
り
を
開
催

車
い
す
２
台

　

こ
の
ほ
ど
、
洲
本
市
在
住
の
辻

本
ち
よ
子
さ
ん
か
ら
「
淡
路
人
形

会
館
建
設
費
の
一
部
に
お
使
い
く

だ
さ
い
」
と
南
あ
わ
じ
市
へ
多
額

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
ご
寄
付
は
日
頃
か
ら
淡

路
人
形
を
愛
し
、
生
前
も
㈶
淡
路

人
形
協
会
理
事
と
し
て
多
方
面
か

ら
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
㈲

う
づ
志
ほ
名
産
店
代
表
の
故
辻
本

嘉か
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
さ
ん
の
ご
遺
志
を
尊
重
さ

れ
て
の
こ
と
で
す
。

　

い
た
だ
い
た
浄
財
は
、
南
あ
わ

じ
市
淡
路
人
形
会
館
建
設
基
金
と

し
て
積
み
立
て
ら
れ
ま
す
。

て
も
有
名
で
す
。

　

こ
の
本
は
、
永
田
氏
が
拓
殖
大

学
で
第
四
代
学
長
と
し
て
指
導
し

た
時
代
の
論
考
や
紀
行
な
ど
を
中

心
に
収
録
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
図
書
館
に
収
蔵
し
、
閲

覧
、
貸
し
出
し
が
で
き
ま
す
。

▲中田市長に書籍を寄贈される永田さん（右）

▲倭文中学校「白龍」 ▲老人クラブによるパンづくり体験

　大村崑さんとの
　記念撮影会

▲カラオケ発
　表（前夜祭）

地
元
野
菜
の
販
売
コ
ー
ナ
ー




